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本誌No.6(2007年3月)の巻頭エッセイで、私たちが「総合的
な判断力」を獲得するための試みの一つとして「カップリング授
業(対論)の夢」を書かせていただいた。その後2年間、本センター
の副センター長、センター長を務めることとなり、2度のフォー
ラム開催を経て「特色GP」の成果報告書を刊行し、その「まとめ」
で、「目標・趣旨のさらなる共有に向けて」として6項目、「教育内
容・方法のさらなる改善に向けて」として10項目の課題を整理
させていただいた。この「目標・趣旨の共有」ということと関連し
て、「夢の続編」を書かせていただくこととする。
ちなみに、中川副学長は、上記報告書の巻頭言の中で、教養概
念の現代化の動向について「一種の不気味さをも含んでいる」と
した上で、今後の方向性について「手探りではあるが、個別学問
の専門性を基盤とした『教養』を深化・拡大していくという方法
がある。自然認識や技術的研究などの 『あるがままの認識』は当
為概念とは対義をなすものであるが、こうした認識活動にも関
与する個人(研究者)の精神活動が反映されることを考えれば、
古典概念との対立を止揚しうる可能性がある。ここに光を見出
して、議論を展開し努力を継続する、というのが妥当な選択であ
るように思われる」と提起されている。この哲学的な提起に対す
る私なりの議論の展開である。
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なぜ 「共通 目標」か?
中川副学長の言うように、「個別学問の専門性」を基盤にして
「教養」を深化・拡大するためには、日頃の「精神活動」において
共有できるような「目標」をもつことが必須条件と思われる。言
うまでもなく、いま策定中の「中期目標・中期計画」の検討過程
で、大学全体の 「目標」に関する議論が積み重ねられ、徐々に深
められ具体化されてきているものと理解している。しかし同時
に、具体化されればされるほど、「目標」が学部別・分野別等に分
解され、それぞれが「一人歩き」を始めて、共有すべき 「目標」が
見えにくくなるという構造を内在しており、常に「目標」を意識
的に思い起こして共有する努力が必要となる。
筆者は、福井大学の「中期目標」の神髄はその「前文」にあるも
のと理解している。すなわち、「本学の使命は、学術と文化の拠点
として、高い倫理観のもと、人々が穏やかに暮らせるための科学
と技術に関する…」という一文であり、この一文を、教育研究に
直接携わるものとして真に共有できているかどうかが鍵になる
・と考えている。
そのように考えていた矢先に、直近の 【福大スター・ナビゲー
ション】第23号で、中川副学長が同様の趣旨を展開された。すな
わち、「本学が掲げる使命は『人々が穏やかに暮らせるための』を
前提にしており、人々の豊かな共生を目指した科学・技術・医療
に関する教育・研究の実践を意図している。これが本学の「構え』
である」と、「目標(構え)」を再確認された上で、「多様な階層や
レベルでの共生に配慮した競争的環境の成熟が必要であり、困
難ではあるが、「競争と共生』をテーゼとした新たな方策を打ち
立てていかねばならない」と提起されている。「競争と共生」とい
うテーゼに関しては若干の議論を挑みたいという思いはあるも
のの、「目標(構え)」の再確認については大いに賛成である。
なぜ 「アメニティ」か?
この「目標(構え)」である「人々が穏やかに暮らせるための」
を、社会に対して明確にアピールする表現として「アメニティ」
を使用しても良いのではないか…と考えている。我田引水的で
はあるが、この3月まで所属していたファイバーアメニティ工学
専攻の 「アメニティ」である。その立ち上げ時点から、「ファイバ
ーは対象を、アメニティは目標を示す」ものと理解し、その後の
原子力 ・エネルギー安全工学専攻の立ち上げ時においても、「分
野を越えてアメニティの追求を共通の目標とする」ことを明確
にするために「原子力アメニティ工学専攻」とすべきではないか
・と発言させていただいた経緯のある「アメニティ」である。
辞書によっては「快適性」としか記述されていない「アメニテ
ィ」には、実に奥深い意味内容が含まれている。その対象とする
ものは「環境」に限らず「モノ」や「人(態度・行為・言葉)」を含み、
日本語表現としては「快適性」のほか「心地よさ」「なこやかさ」
「よしみ」「上品さ」「ていねいさ」「喜ばしさ」「楽しさ」等が用い
られ、「風致」「風格」「風情」等を当てる論者もみられる。そして、
その本質は「総合性」「文化性(非経済性 ・非数量性)」「地域固有
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性」にあるとされ、一言でいえば"therightthingintheright
place(然るべきところに然るべき物がある)"の状態が目標と
されている。ファイバーアメニティ工学専攻設立時には、筆者は
これを「『人一モノー環境』関係における人間の総合的な『快』」
と表現したのであるが、現時点においては、簡明に「人・モノ・環
境の総合的な心地よさ」と表現するようにしている。
遡ればラテン語amoenusにたどり着くamenityが、現代的意
味合いをもって使われるようになったのは産業革命期のイギリ
スにおいてである。当時の資本主義的工業生産体制がもたらし
た 「環境の危機」と「人間(健康・生命)の危機」を克服し、それに
代わる「目標(地域社会像)」として共有されてきたものであり、
そこには、それを創造し実体化するための 「方法論(地域社会を
変革するための教育論や活動論)」が含まれている。このような
意味で、まさに福井大学を構成する「教育地域科学」「医学」「工
学」の3つの学部が共有できる「目標」として「アメニティ」も十
分にあり得るのではないか…と考えている。
なぜ 「産官学民連携」か?
このように考えると、「前文」の前段にある「本学の使命は、学
術と文化の拠点として、高い倫理観のもと」の部分についても触
れざるを得なくなる。
上記から推察されるように、現代的な意味での「アメニティ」
は、「産(工業生産)」と「民(人々 の生活)」との対立関係を契機と
して展開し、それを「民」の立場から克服するという倫理観の下
で発展してきたものであり、そのシステムが公的に制度化され
た時点で、そこには「官」が「民」の立場から「産」を規制するとい
う意味での【産 ・官・民】の関係が形成されてきた。現実には、そ
の 「官」が「産」側に付くか「民」側に付くかは揺れ動くのではあ
るが、それを決定するのは 「政治」を含む社会システム全体
(人々 の社会行動)であり、西欧先進諸国ではこのようなシステ
ムが歴史的に形成され機能してきた…と理解している。
これに対してわが国では、そのような社会システムは極めて
未成熟であり、「政財官癒着」の下で「産(工業生産)」を重視する
政策が一貫して追及され、「民(人々 の生活)」は軽視され続けて
きた。しかも、徹底した縦割行政システムの下で、「民(人々 の生
活)」の 「総合性(アメニティ)」を構築する道筋はほとんど見え
ていない。このような現実を克服し、新たな「道筋」を見出すた
めの「知恵」を提供するのが「学術と文化の拠点」としての大学
の使命ではないか…と考えている。
このような「大学の姿勢(倫理観)」を、社会に示す上で気にな
る表現の一つに「産学官連携」がある。「産と官の間に学が入り込
む」という「産・学・官」の発想は、「産と官の癒着に楔を入れて官
を民に向かせる」という積極性を持ちうる反面、「容易に産官の
癒着体質に巻き込まれる」という危険性を合わせ持ち、強い「闘
う姿勢」を抜きに前者の実現は困難である。加えて、「民」との連
携なくして「闘う目標」が描けるのかどうかについても疑問が残
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される。これに対して、「官と民の間に学が入り込む」という
「産・官・学・民」の発想は、「学と民の連携によって官を民の側に
引きつけ、その総力で産と対抗する(新たな「産』を構築する)」
という姿勢(倫理観)の表明であり、「アメニティ」を目標とする
上では極めて妥当な方法論ではないか…と考えている。
夢 の続 き
以上あくまで試論である。さらに加 えれば、「アメニティthe
rightthingintherightplace」の本質は 「固有性identity」すな
わち 「らしさ」にあ り、中川副学長の言う「競争と共生」というテ
ーゼ以上 に「自立と共生」(筆者が北欧デンマークから学んだ基
本理念)というテーゼが重要ではないか…と考えている。そこで
最後に、「夢の続き」として教養教育に対する一つの提言を述べ
さていただくこととする。
(1)教養教育科目A群に独立分野『アメニティ』の創設。その中で
の 「カップリング授業」の構築。
(2)3学部の教職員が「目標(構え)」を共有し、互いに高め合う
媒体として『アメニティ論集』(論文集というよりも自由な
論説集)の刊行。
(3)「福井大学らしさ」を地域に発信し、「産官学民連携」を倉1」出
する契機として、駅前サテライ トにおける「アメニティ連続
講座』の開催。
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